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【共通語訳】 

 ある所に悪知恵の働く盗人がいたそうだ。その盗人

はある家の牛を狙っているが、盗人と呼ばれないよう

に知恵を働かせた。どうしたかというと、体中に塩を塗

りたくって、坊主の格好をしてその家に行ったわけさ。 

 

そして、「私は〇〇から来た坊主だが、お宅には大変

な災難がふりかかります。それは、貴方が飼っている牛

のことですが、その牛はどういう因果なのか、実は私の

兄弟なんですよ」と言ったようだ。 

 

「はあー？うちの牛が、貴方の兄弟だということが

あるか」と言われたが、「いや、その牛は確かに私の兄

弟です。それでは、その証拠をお見せしましょう」と盗

人は言った。盗人は、その家へ行く前に、頭から爪先ま

で身体中に塩を塗りたくって行っているからね。 

 それで、「貴方の牛を出して下さい。牛が、『アイエー

ヤー、やっと会えたね、兄弟よ』と、私を舐めてくるは

ずです。それが、私と牛が兄弟だという証拠です。これ

は私の兄弟が牛の姿を借りているだけで、長いことお

宅に置いておくと災難に遭いますよ。だから、私は兄弟

を連れて行かなくちゃいけません」と言って裸になっ

た。 

すると、出て来た牛は盗人の体中を舐めまわしたよ

うだ。そこの家族はびっくりして、「そういうことなら、

牛を連れて行ってくれ、ありがたいことだから連れて

行ってくれ」と言い、盗人はまんまと牛を盗んだようだ。 

だから、牛は塩が好物だってことは、それからも分か

ることさ。牛はとても塩が好きなんだってよ。 

 

はい、これでおしまい。 


